
動画週刊誌「週刊西田」　西田昌司がズバッと答える一問一答

「岸田政調会長が「減税できない」と言っていますが？」
令和 2年 8月 12日

●はかせさん他皆さんからの質問

西田昌司さん、初めまして。いつも YouTubeでMMTなど勉強されても

らっています。さて、時事通信のインタビュー記事によれば、自民党の岸田

政調会長は「新型コロナウイルス対策として引き下げを求める意見がある消

費税率について「下げるべきではない」と述べた。」とありました。理由とし

て、「10%に引き上げるだけで、どれだけの年月と努力が求められたか。な

おかつ消費税は社会保障の重要な財源となっている。社会保障の充実が言わ

れている時に、この基幹税を軽減することはいかがなものだろうか。」と書

いてありました。自民党内に MMT の理解が広がっていないように感じま

す。派閥で勉強会などしないのでしょうか。MMTの議員連盟を立ち上げた

り、勉強会を企画したりはしないのですか？安倍総理もそうですが、岸田さ

んも改心させてください。先行き不安です。お願いします。

●西田昌司の答え

平成元年に 3%の消費税を導入し、30年間かけて税率を 10%にまで上げ

てきました。財政当局側としては、これまで苦労して上げてきた消費税率を

絶対に下げたくはないでしょうが、この考えには国民側の視点が全く欠けて

います。

平成元年の頃はバブルの最中でしたし、インフレ状態でしたから、消費税

を導入しても経済に与える悪影響はありませんでした。しかしその後、バブ

ルがはじけて日本経済が落ち込み、そのような時に橋本政権下で公共投資を

削減して消費税率を 5%に引き上げたために日本は一気にデフレに突入しま

した。



アベノミクスを掲げて機動的な財政出動を訴えた第 2次安倍政権も、財政

出動をしたのは最初の一年だけでしたし、その後に消費税率を 8%、10%と

二度も引き上げました。消費税率が上がる度に景気が落ち込むという当り前

の結果を招いて今日に至っています。

この 30年間、消費税率を上げたことで国民経済がどれだけ疲弊したかを

考えると、消費税を減税したくないなどとは口が裂けても言えないはずです

が、財務省の役人が自民党の幹部クラスの先生に消費税を減税してはならな

いと焚き付けているのでしょう。非常に困ったことです。

財務省はこれまで、国民に財政破綻を煽って何とかプライマリーバランス

黒字化目標を達成しようと必死でしたが、しかし今回のコロナショックで財

務省の嘘が国民にも知れ渡るようになってきました。国民一人当たり 10万

円の給付をすることで政府の負債は 12兆円増えましたが、その結果、国民

の預貯金が増えるだけで何の問題も発生していません。赤字国債を発行する

と財政破綻するどころか、国民が豊かになるという当たり前の事実が明らか

となったのです。

コロナ禍で倒産したり、倒産しかけている企業が沢山出てきています。観

光業界は特にひどい状況となっていますが、そのように苦しんでいる業界に

は金融援助をする等の援助をしなければなりませんし、絶対につぶしてはな

りません。そのような苦境に直面した人々に対して救いの手を差し伸べない

なんてことを表立って言う政治家は流石にいませんし、本年度は赤字国債を

60兆円も追加発行しました。

国民の命を救うための赤字国債発行でしたが、財務省はそのような止むに

止まれぬ国債についても問題視して、何れはその分を回収しようと目論んで

います。財務省は財政再建が省是であり、どのような国債であれ借金には変

わりないと彼らは考えますし、ゆえに景気にあまり左右されず安定して徴税

できる消費税を基幹税として財務省は推進するのですが、だからこそ消費税

は悪税なのです。



景気にかかわらずに安定して徴税したければ消費税ほど良い税制はありま

せん。もちろん、景気が悪くなれば消費税収も下がりますが、いくら景気が

悪くても最低限の消費をしなければ人間は生きていけませんから、消費税は

景気にあまり左右されません。一方、所得税や法人税は、景気が良いと税収

が大きく増えますし、逆に景気が悪いと大きく減ります（この効果をビルト

インスタビライザーと呼びます）が、まさしく景気の安定装置として機能し

ます。

社会保障費は毎年、一定額が必要ですし、いくら景気が悪くても必要な額

を支出しなければなりませんが、消費税と比べて所得税や法人税は変動が大

きいがために、財務省にとってはあまりありがたくありません。景気が悪く

て税収が減れば、赤字国債の発行もしなければなりませんし、財政再建が省

是の財務省としては面倒でありましょうが、しかし、そもそも財政破綻の心

配はないのですから、財政再建を省是にする時点で間違っています。ビルト

インスタビライザー効果のない消費税はそもそも欠陥税制なのです。

本来、国民の側に立って政治を行うべきである政治家の先生が、財務省側

の視点で政策を語るのは本当に止めていただきたいです。コロナ禍で非常に

苦しんでいる国民を前にして「消費税率を下げると後で上げるのが大変だ」

などと平気で宣う政治家は、経世済民の原点に帰って考え直さなければなり

ません。
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